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１．研究の目的
近年，スマートフォンのライフログアプリやウェ
アラブルデバイスを利用した行動履歴の取得により，
人の日常的な行動の記録が容易になりつつある。収
集可能な行動の記録としては，GPSや加速度セン
サーでの位置情報や生体情報，パフォーマンス測定
などに留まらず，利用者自身が記録する動画，画像，
コメントなど利用者個人の行動や環境全般から得ら
れるデジタル情報も活用可能である。取得されるこ
れらの情報については食生活やライフスタイルの向
上など日常生活の改善を目的に，情報を可視化し活
用するための研究が幅広く進められ，様々な分野に
おいて新たな価値を創出することが検討されている。
個人の行動に関わる情報について，上述のように
自動的に採取可能であり，取得が容易な情報がある
一方で，２４時間内の全ての行動を分析するために必
要な情報を取得することは容易でない。このような
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ABSTRACT
This study analyzes life activities and records the details of an individual’s 24-hour behaviour over the
course of a few years ; consequently, this analysis has the following requirements : 1) an appropriate classifi-
cation of behaviors and 2) high cost in terms of both time and effort to ensure consistency of time. It is
expected that this cost in terms of time and effort can be reduced by using a support tool which enables one to
easily input the times that are the starting point of each behavior to aid behavioral classification. This support
tool will in turn make it possible for users, who intend to find life activities, to record these themselves in real
time.
The objective of this study is to gather behavioral classification data subdivided into minutes over the
course of a few years. To this end, a behavior-recording tool was developed to solve the following problems
associated with this type of data-collection : 1) the labor of classifying life activities, and 2) inputting the
exact time that is the start point of a certain behavior. This behavior-recording tool was utilized over the
course of four years (2012-2015). When classifying each kind of behavior, the tool was used to gather data in
terms of the following four factors : 1) total time, 2) the number of recorded behaviors, 3) the number of sub-
behaviors extrapolated from the recorded behavior and 4) the number of exact times that are the starting point
of each kind of behavior.
Results of this analysis reveal that out of the four data points mentioned above, points 2, 3, and 4
increased gradually every year. When comparing the data of 2012 with that of 2015, the results revealed there
was an increase in each of these points with 133.7%, 122% and 145.8%, respectively. Regarding the yearly
transitions in behavioral classification, a moderate correlation of r =0.43 could be seen in data points 1 and 2.
A moderate correlation of r =0.48 could be seen in data points 1 and 3.
Utilizing the behavior-recording tool developed in this study enables detailed classifications of an
individual’s daily life activities. It is also demonstrated that the tool can support the recording and tabulation
of the time sequences of each class of behavior.
KEYWORDS : Life Activities, Time Measurement, Life Log, Routine Management, Behavioral Analysis,
Behavior Classification
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情報を取り扱うには，（１）行われている行動につ
いての行動別の詳細な分類や，（２）各行動の所要
時間の集計，そして，（３）行動を他者と比較可能
な基準で分類し，（４）各行動の積算による２４時間
全ての行動の所要時間を把握すること，が必要とな
る。
日常の行動の様々な記録から一個人の２４時間の行
動の内訳を知りたい場合には，日記や調査票などか
ら一定の分類基準に合わせて行動を分類する作業が
必要となる。日記などに記載された自由記述での記
録から個人の行動と時間を取得する場合には，行動
の分類，時間の整合性の確認などの処理や，データ
の転記に多くの労力と時間がかかる。また，様式化
された記入票に利用者が詳細を記入する場合には利
用者側に時間的コストが発生する。
１日の生活時間の配分についての公的な調査とし
ては，総務省統計局が行っている社会生活基本調査
がある。２３年度の社会生活基本調査での被験者の行
動の分類では，（A）あらかじめ用意された２０個の
「行動の種類」カテゴリーから生活時間を記入する
方法と，（B）生活時間に対応した行動を自由記述
する方法があり，（B）では調査票の記述について
分類基準に照らして行動の分類を行っている。平成
２３年の調査では様々な個人属性ごとの生活行動が収
集されているが，一方で行動の分類は最大で９０種類，
時間の単位は１５分となっており，一個人の行動の記
録を取ることを目的とした場合，分類数と時間単位
について更に詳細な記録が可能ではないかと考えら
れる。
行動の詳細な記録により自身の日常の行動を正確
に把握し，その内容を可視化することは，自身の行
動を客観的に理解し，効率的な時間配分や自覚的な
行動を行うことにつながる。以上の目的から，筆者
は，行動の分類作業と行動の基点となる時刻の入力
を支援する行動記録ツールの開発を行った。この
ツールは数日や数週間の短期間でなく数年程度の長
期間にわたり利用可能で，年別の比較ができる程度
のデータ収集を目的としている。また，生活行動の
取得を意図するユーザー自身がリアルタイムで記録
作業を行うことを目的とする。
今回の研究では，行動記録ツールの基本的な機能
と，２０１２年１月から２０１５年１２月までの４年間に記録
したデータの分析結果，行動記録ツールの今後の課
題，の３点について報告を行う。
２．行動記録ツールの概要
２．１ 開発・運用環境と行動記録ツールの目的・機
能
今回の行動記録ツールの開発と運用について，開
発はMicrosoft ExcelとMicrosoft Visual Basic for
Applicationを利用して行い，Excelのワークシー
トとユーザーフォームをインタフェースにモバイル
PC上で運用した。
このツールの主たる目的は，細分化された行動の
分類と付随する情報を時系列で記録することにあり，
「A 行動の分類」，「B 行動の時間」，「C 行動
の状況」，「D 付随する情報」の４種の情報の記録
について支援を行うことがツールの機能となる（表
１）。
２．２ 行動の分類にともなう課題
行動を分類するという作業について，（a）行動の
分類の最適な個数，（b）行動の分類の意図，（c）
行動の分類の選択に要する時間的なコスト，などが
課題として挙げられる。
行動の分類を記述する場合，効率の観点からは，
多種多様な行動の内容を吟味し，ある程度の数の行
動に分類する必要がある。一方で，今回の行動記録
ツールを利用した日常の行動に関する情報収集の目
的は，極めて個人的な行動の詳細な収集を通して，
それらの情報の活用の可能性を探ることにある。こ
のことから，現状の段階ではツールで行う行動の分
類は特定の個数に限定せず，行動の分類をユーザー
の判断で制限なく追加可能とした。
記録に要する時間的な制約が許す限り多くの種類
の行動を大量に収集することで行動の管理に寄与す
るような行動の分類やパターンが見つかることが予
想される。また，長期的には行動の分類作業を繰り
返すことで，分類される行動の個数がある程度に収
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斂すると考えられる。
２．３ ２種類のキーワードを用いた行動の分類
パーソナルな行動を効率良く大量に記録するため
には，ユーザーの考えや行動様式に合わせた効率的
な行動の分類が必要であり，行動を記述する際に字
義的な表現を工夫することが求められる。
今回の記録ツールでは，行動の分類のために予め
頻度の高い行動のキーワードのリストを用意し，必
要な場合には自由記述でキーワードを追加できるこ
ととした。キーワードのグループは２種類とし，「主
キーワード」のグループと「副キーワード」のグルー
プの組み合わせで１つの行動の分類を表現する。
方法として，被験者が日常的に利用しているルー
ティン管理の記録から行動の分類を抽出し，これら
を「主キーワード」とし，行動の分類のためのキー
ワードの１つ目として利用する。検討の結果，今回
のツールでは「主キーワード」として２３個のキーワー
ドを設定した。
２つ目の「副キーワード」も同様の手法で抽出し
たキーワードを利用し，主キーワードと副キーワー
ドの組み合わせで１つの行動の分類を表現する。ま
た，「副キーワード」については，あらかじめ用意
されたキーワードだけでなく，自由記述によるキー
表１ ライフログツールの操作と機能の概要
目 的 対象となる情報 ツールの機能
細分化さ
れた行動
の分類と
付随する
情報を時
系列で記
録
A 行動の分類
A１
メニュー
から選択
主キーワードと副キーワードから構成
される行動の分類メニューから該当す
る行動の分類を選択
A１‐１
入力の支
援と表示
主キーワードと副キーワードから
構成されるメニューを提示。選択
した分類を追加し，表示
A２ 検索
ワークシート上にあるレコードから該
当する行動の分類を検索
A２‐１
検索と結
果の表示
検索フォームの表示と検索結果の
表示
A３ 入力
行動の分類メニューから主キーワード
を選択し，副キーワードを入力
A３‐１
入力の支
援と表示
入力された行動の分類を追加し，
表示
B 行動の時間
B１
メニュー
から選択
行動の開始時間と停止時間，終了時間
の選択
B１‐１
入力の支
援と表示
開始時間と停止時間，終了時間な
ど基点となる時刻からなるメ
ニューで提示。時刻の保存と再利
用
B１‐１‐１
時間の積
算と表示
１日の起点となる集計開始時間か
ら積算される時間を表示
B１‐１‐２
時間の集
計と表示
行動の分類別の時間を集計し表示
B１‐１‐３
個数の集
計と表示
行動の分類別の個数を集計し表示
B２ 入力
行動の開始時間と停止時間，終了時間
の入力
B２‐１
入力の支
援と表示
入力された時刻の保存と再利用
B２‐１‐１
時間の積
算と表示
１日の起点となる集計開始時間か
ら積算される時間を表示
B２‐１‐２
時間の集
計と表示
行動の分類別の時間を集計し表示
B２‐１‐３
個数の集
計と表示
行動の分類別の個数を集計し表示
C 行動の状況 C１
メニュー
から選択
行動の状況（開始，進行中，待機，終
了，記録不要）の記号をメニューから
選択
C１‐１
入力の支
援と表示
行動の状況についてメニューで提
示。追加し，表示
C１‐１‐１
カラーと
表示
行動の状況に合わせて処理中のレ
コードのカラーを変更して表示
C１‐１‐２
ソートと
表示
行動の状況に合わせて処理中の複
数のレコードをソーティングして
表示
D
行動に付随
する情報
D１ 入力 行動に付随する情報を自由記述で記入 D１‐１
入力の支
援と表示
記述した内容を時刻と時刻の情報
とともに追加し，表示
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ワードの追加も行う。
主キーワードでは，予め用意されたリストから行
動の分類を選択することで選択の範囲をある程度制
約し，副キーワードでは，予め用意された行動の分
類のリストに加え，自由記述でのキーワードの追加
を行うことで，行動の分類についての自由度を保つ
こととした。
２．４ １日の行動記録の手順
行動の記録は１日を単位としており，起床の時点
から１日内に発生する様々な行動について（a）開
始，（b）進行中，（c）待機，（d）終了の区切りと
（e）記録不要の５つの行動の状況で記録を行い，
就寝の時点で全ての行動の記録の終了を確認し，１
日の記録を終える。Excelのワークシートの１行を
１レコードとし，１つの行動の分類を１日以内の期
限で記録し管理を行う。したがって，行動の分類の
個数に対応した複数のレコードの管理を行うことに
なる。
２．５ 日常的に行われる行動の抽出と行動記録へ
の活用
今回のツールでは行動の分類を支援するため日常
的に行う行動のリストをあらかじめ作成してお
き，１日の最初にツールを利用開始した時点で，リ
ストを元に作成した行動記録のレコードをワーク
シートに行として追加し，行動の記録の支援を行う。
リストにない行動を記録する場合には，ユーザー
フォームのメニューを介して２３個のキーワードから
主キーワードを選択し，さらに必要であれば入力
フォームから副キーワードを自由記述する。
日常的に行う行動のリストは，今回の被験者の場
合，被験者が日常的に利用しているルーティン管理
の記録から行動の分類を行い，個別の行動の（１）
個数と（２）重要度を基準に選択を行う。この選択
は，１週間程度の間隔で，（１）蓄積された行動の
分類の履歴から個数を集計し，（２）被験者自身が
行動の重要度を検討し随時変更する。したがって，
行動のリストの個数は日々変動し，今回の集計の最
終日の時点でリストの個数は６２個であった。
２．６ 対象となる情報の記録とその手順
行動の分類は主キーワード，副キーワードで表す
ルールとしたので，「A 行動の分類」の記録は，「A
１ メニューから選択」，「A２ 検索」，「A３ 入
力」のいずれかの方法で行う。
ユーザーフォームで種類の選択を行う際に，ユー
ザーフォームを開いた時点で操作に関連する可能性
が高い行動を記録しているレコードに移動し，「A
１ メニューからの選択」のモードでユーザー
フォームを表示し行動の選択を行う。レコードへの
自動的な移動は，（１）進行中，待機中といった行
動の状態と，（２）過去の履歴から予想される行動
の行われる時間帯，の２つの要素を基に行う。
該当する適切なレコードでなかった場合には，
ユーザーが直接ワークシートの行を確認して行を移
動するか，ワークシートに該当する行動がある場合
は「A２ 検索」して該当するレコードに移動する。
入力したい行動が１日のツールの利用開始の時点で
あらかじめ追加される日常的な行動でなかった場合
には「A３ 追加」で主キーワードの選択と副キー
ワードの入力を行い，新たなレコードを追加する。
「A 行動の分類」での操作によりワークシート
上のレコードへの移動，追加が行われるが，その際
必要に応じてツールが判断し，「B 行動の時間」「C
行動の状況」「D 行動に付随する情報」の入力支
援が行われ，これらの一連の操作を通して，細分化
された行動の分類と付随した情報が時系列で記録さ
れる。
３．データの取得と行動の分類
３．１ 分析の対象とした期間
今回の行動の分析は，行動記録ツールを使用した
年齢４０歳台後半（記録開始時点）の男性を被験者と
し，２０１２年１月１日から２０１５年１２月３１日までの４年
間の行動の記録を対象に行った。
３．２ 被験者が設定した行動の分類
今回のツールでは，被験者が設定した主キーワー
ドと副キーワードで表現される行動を記録し，主に
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それらの行動の個数の合計と所要時間の合計を，日
単位，年単位で集計し表示する。主キーワードと副
キーワードで記述される被験者の行動の分類につい
て，記録数の大小を基準に主たる分類を設定すると
その個数は１３７分類となり，極めて少数の記録数を
基にして微細な分類を行う場合には１，７３９分類と
なった。
３．３ 詳細行動分類と被験者が設定した行動の対
応
これらの被験者が設定した行動の分類と一般的な
行動の分類を対応させるため，「平成２３年社会生活
基本調査 詳細行動分類」の「用語の解説（調査票
B関連）」の「別表２ 詳細行動分類一覧」の分類
方法に従い，「大分類（６）」，「中分類（２２）」，「小
分類（８５）」に合わせた対応を取った（表２）。行動
の内容から対応関係を検討した結果，詳細行動分類
一覧の大分類の６分類に対して被験者の５分類，中
分類については２２分類に対して１５分類，小分類につ
いては８５分類に対して２３分類がそれぞれ対応した。
４ 基本情報の年別推移
４．１ ①集計時間と②レコードの個数
集計時間について，今回の集計方法では年を跨が
る行動の時間を前年分として集計しているため，年
別の集計時間に誤差が生じる。集計時間の誤差は
２０１３年の－２０分が最小で，２０１５年の＋４６８分が最大
となり，平均では年あたりの誤差は－７７分となった
（図１）。
主キーワードと副キーワード，タイムスタンプ，
追加説明からなるレコードの個数は，２０１２年の
２３，７１８個から，２０１３年の２５，０３７個，２０１４年の２６，６８７
個，２０１５年の３１，７３３個と年々増加している（図２）。
レコードの個数を前年比増の比率で見た場合，２０１３
年の５．５６％，２０１４年の６．６％と増加し，とりわけ，２０１５
年の１８．９％に数値が増加している。
４．２ ③細分化された行動の個数
それぞれのレコードに記録された行動に含まれる
②細分化された行動の個数は２０１２年が３５，６０２個，２０
１３年が４１，５５０個，２０１４年が４５，９４８個，２０１５年が５０，５８３
個と増加している。前年比で見た場合，２０１３年が
１６．７％と高い数値を示し，２０１４年が１０．６％，２０１５年
が１０．１％となった。③細分化された行動の個数を，
②レコードの個数を比較した場合，１．５～１．７倍程度
の個数となった。
４．３ ④タイムスタンプの個数
レコードの内の行動の開始，終了，停止などの時
間を示すタイムスタンプの個数は，２０１２年の７４，８５２
個，２０１３年の８７，４５１個，２０１４年の９６，５５０個，２０１５年
の１０９，１３４個と増加した（図３）。前年比で見た場
合，２０１３年が③レコード内の細分化された行動の個
数の増減率と同様に１６．８％と高い数値を示し，２０１４
年の１０．４％，２０１５年の１３．０％となった。④タイムス
タンプの個数を他の個数と比較した場合，②レコー
ドの個数に対して３．２～３．６倍程度，②細分化された
行動の個数に対して，２．１～２．２倍程度の数値で増加
した。
睡眠時間を除く覚醒時間に記録された④タイムス
タンプの個数について，分間隔で計算した場合，２０１２
年の４．８分から，２０１３年の４．２分，２０１４年の３．８分，２０１５
年の３．３分と間隔が狭まっていることがわかる。
４．４ 年別の記録数の増加
以上の数値の推移から，②レコードの個数，③レ
コード内の細分化された行動の個数，④タイムスタ
ンプの個数はいずれも年別に漸次増加していること
がわかる。数値の増加について，記録ツールの仕様
自体には変更を行っていないことから，ツールの利
用者の利用経験年数と記録の細分化に関連があるこ
とが推察される。
５ 大分類別・中分類別行動の①集計時間の年別推
移と増減率
５．１ 大分類別行動の①集計時間とその増減率
大分類別行動の集計時間について１日換算した平
均を比較した場合，睡眠時間を含む「４ 個人的ケ
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ア」が５０２．５分と多く，「１ 有償労働」が４０６．７分，
「その他」が２３４．０分，「５ 自由時間」が２１１．１分，
「２ 無償労働」が８５．５分となった（図４）。
集計時間について２０１２年から２０１５年の集計時間の
平均値に対する増減率で見た場合，「１ 有償労働」
が＋０．２３と増加し，「４ 個人的ケア」が＋０．０８と
「２ 無償労働」が＋０．０７が微増，「５ 自由時間」
が－０．２１と減少し，「その他」が－０．４１と目立った
減少を示した（図５）。
５．２ 中分類別行動の①集計時間
中分類別行動の集計時間について１日換算した平
均を比較した場合，２時間以上の集計時間がある行
動として，「４１ 睡眠時間」の４４６．５分が最も多く，
「１１ 主な仕事関連」の３７７．１分，「５５ マスメディ
ア利用」の１７８．８分，「A 未分類の行動」の１６４．６
分の４つの行動があった（図６，図７，図８）。こ
れらの行動の合計時間は１１６７．０分となり，１日全体
の時間である１４４０分の内の８１．０％を占めている。
表２ 生活基本調査の詳細行動分類と被験者の行動分類の対応
大分類（６） 中分類（２２） 小分類（８５）
主キーワードと副キーワー
ドで記述される被験者の行
動分類
主たる分類
の個数
微細な分類
を含む場合
の個数
１ 有償労働
１１ 主な仕事関連 １１１ 主な仕事 ８５ ６１２
１３ 通勤 １３１ 通勤 ２ ２
２ 無償労働
２１ 家事
２１１ 食事の管理 ３ １１７
２１４ 住まいの手入れ・整理 １ １
２３ 買い物・サービスの利用 ２３１ 買い物 ５ ２９８
２４ 家事関連に伴う移動 ２４１ 家事関連に伴う移動 １ １
４ 個人的ケア
４１ 睡眠関連 ４１１ 睡眠 １ １
４２ 身体的ケア
４２２ 入浴 １ １
４２３ 身の回りの用事 ３ ３
５ 自由時間
５２ 交際
５２３ 家族とのコミュニケーション １ １
５２５ 電子メール等による交際・付き合い １ １
５３ 教養・趣味・娯楽 ５３２ 創作 １ １
５４ スポーツ ５４５ 他に分類されないスポーツ １ １
５５ マスメディア利用
５５１ 読書 １ １
５５２ 新聞・雑誌 １ １
５５３ テレビ １ １
５５４ メディア・DVD ２ ５５３
その他 ２ ２
５６ 休憩・くつろぎ ５６１ 休憩・くつろぎ １ １
その他
Ａ 未分類の行動 Ａ 未分類の行動 １１ １１
Ｂ 個人的ケア Ｂ 個人的ケア ２ ２
Ｃ ルーティン管理
管理ツールのメンテナンス ２ ２
チェックリスト記入 ８ １２５
５ １５ ２３ １３７ １７３９
武市泰彦
― 128 ―
Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／四国大学紀要／２０１６年／人文・社会科学編（第４６号）／横組／武市泰彦  2016.07.19 16.42.31  Page 12
集計時間が１時間以内２０分以上の行動としては，
「４２ 身体的ケア」の５６．１分，「２３ 買い物・サー
ビスの利用」の４７．３分，「C ルーティン管理」の４４．９
分，「２１ 家事」の３５．６分，「１３ 通勤」の２９．６分，
「B 個人的ケア」が２４．５分の６つの行動があった。
これらの行動の合計時間は２３８．１分で１日全体の時
間の１６．５％を占めている。
集計時間が２０分以内の行動としては，「５４ スポー
ツ」の１３．７分，「５６ 休憩・くつろぎ」の９．４分，「５２
交際」の７．４分，「２４ 家事関連に伴う移動」の２．６
分，「５３ 教養・趣味・娯楽」の１．８分の５つの行動
があった。
今回の被験者の行動を分類した場合，大分類別で
は５つの分類があり，さらに中分類別行動で分類す
ると１５の分類があったが，その内，集計時間では４５０
分以内１２０分以内の行動が４つ，６０分から２０分以内
の行動が６つ，２０分以下の行動が５つとなった。
５．３ 中分類別行動の①集計時間の増減率
中分類別の各行動の年別推移について，各行動の
平均値に対する増減率について２０１２年と２０１５年の差
を求め，比較した（図９，図１０，図１１）。＋０．１５以
上増加した行動としては，「４２ 身体的ケア」が
＋１．０８で最も大きく，続いて，「１２ 通勤」の＋０．４４，
年間日数 年間時間 ①集計時間 年間時間と
集計時間の
誤差
年間時間と
集計時間の
誤差
睡眠時間 睡眠時間
１日平均
単位 日 分 分 率 分 分 分
２０１２ ３６６ ５２７，０４０ ５２６，７２２ ０．９９９４ ‐３１８ １７０，２１４ ４６５．１
２０１３ ３６５ ５２５，６００ ５２５，５８０ １．００００ ‐２０ １５７，９０９ ４３２．６
２０１４ ３６５ ５２５，６００ ５２５，１６１ ０．９９９２ ‐４３９ １６２，１７３ ４４４．３
２０１５ ３６５ ５２５，６００ ５２６，０６８ １．０００９ ４６８ １６２，０８８ ４４４．１
平均 ３６５．２５ ５２５，９６０ ５２５，８８３ ０．９９９９ ‐７７ １６３，０９６ ４４６．５
合計 １，４６１ ２，１０３，８４０ ２，１０３，５３１ ‐３０９ ６５２，３８４
図１ ２０１２年～２０１５年 基本情報の年別推移（①集計時間，年間時間と集計時間との誤差）
②レコード
の個数
②レコード
の個数の前
年比
②レコード
の個数
１日平均
③レコード
内の細分化
された行動
の個数
②レコード
の個数の前
年比
③レコード
内の細分化
された行動
の個数
１日平均
③レコード
内の細分化
された行動
の個数と②
レコードの
個数の比率
単位 個数 ％ 個数 個数 ％ 個数 個数
２０１２ ２３，７１８ ６４．８ ３５，６０２ ９７．３ １．５
２０１３ ２５，０３７ ５．６％ ６８．６ ４１，５５０ １６．７％ １１３．８ １．７
２０１４ ２６，６８７ ６．６％ ７３．１ ４５，９４８ １０．６％ １２５．９ １．７
２０１５ ３１，７３３ １８．９％ ８６．９ ５０，５８３ １０．１％ １３８．６ １．６
平均 ２６，７９４ ７３．４ ４３，４２１ １１８．９ １．６
合計 １０７，１７５ １７３，６８３
図２ ２０１２年～２０１５年 基本情報の年別推移（②レコードの個数，③細分化された行動の個数）
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「B 個人的ケア」の＋０．３９，「１１ 主な仕事関連」
の＋０．２２の３つの行動があった。逆に，－０．１５以上
減少した行動しては，「A 未分類の行動」の－０．６０，
「５４ スポーツ」の－０．４０，「５３ 教養・趣味・娯
楽」の－０．２２，「５５ マスメディア利用」が－０．２１，
「C ルーティン管理」の－０．１６の５つの行動が
あった。
５．４ 中分類別行動の①集計時間の年別推移
中分類別行動の集計時間の年別推移について，２０１２
年と２０１５年を比較した場合，顕著に増加した行動と
しては，「１１ 主な仕事関連」が８２．５分，「４２身体的
ケア」の６０．４分の２つの行動があり，減少した行動
としては，「A 未分類の行動」が－９７．５分と大き
く減少し，「５５ マスメディア利用」が－３７．９分，「４１
睡眠関連」が－２１．０分と減少した（図１２）。
５．５ 年別の中分類別行動の①集計時間の増減
以上の結果から，大・中分類別行動の集計時間と
その増減率，年別推移の数値から，個々の行動に要
④タイムス
タンプの個数
④タイムス
タンプの個数
前年比増
④タイムス
タンプの個数
１日平均
④タイムス
タンプの個
数と②細分
化された行
動の個数の
比率
④タイムス
タンプの個
数 と ② レ
コードの個
数の比率
④タイムス
タンプの間隔
１日平均
覚醒時間内の
④タイムスタ
ンプの間隔
１日平均
単位 個数 ％ 個数 個数 個数 個数 分
２０１２ ７４，８５２ ２０４．５１ ２．１ ３．２ ７．０ ４．８
２０１３ ８７，４５１ １６．８％ ２３９．５９ ２．１ ３．５ ６．０ ４．２
２０１４ ９６，５５０ １０．４％ ２６４．５２ ２．１ ３．６ ５．４ ３．８
２０１５ １０９，１３４ １３．０％ ２９９．００ ２．２ ３．４ ４．８ ３．３
平均 ９１，９９７ ２５１．８７ ２．１ ３．４ ５．７ ３．９
合計 ３６７，９８７
図３ ２０１２年～２０１５年 基本情報の年別推移（④タイムスタンプの個数）
図４ ２０１２年～２０１５年 大分類別行動の推移 ①集計時間 １日換算
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する所要時間とその特徴が示された。特に，年別の
行動時間の増減については，「１１ 主な仕事関連」，
「４２ 身体的ケア」の行動時間が増加し，「A 未
分類の行動」，「５５ マスメディア利用」の行動時間
が減少しており，これらの行動の増減が行動全体の
集計時間の総体に大きく影響していることを示して
いる。
６ 大分類別・中分類別行動の②レコード数の年別
推移と増減率
６．１ 大分類別行動の②レコード数とその増減率
２０１２年から２０１５年の大分類別行動のレコード数の
平均を比較した場合，「５ 自由時間」のレコード
数が９６６５．５個と最も多く，「１ 有償労働」が６９４１．５
個，「その他」が６４１４．５個，「２ 無償労働」が２２３３．３
個，「４ 個人的ケア」が１５３９．０個となった（図１３）。
レコード数について２０１２年から２０１５年の集計時間
の平均値に対する増減率で見た場合，「１ 有償労
働」が＋０．６１と最も増加し，「４ 個人的ケア」が
図５ ２０１２年～２０１５年 大分類別行動の推移 ①集計時間 平均値に対する増減率
図６ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ①集計時間 １日換算 その１
生活行動の記録ツールを用いた分類別行動の収集とその年別推移
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＋０．４８，「２ 無償労働」が＋０．４４，「その他」が０．２１，
「５ 自由時間」が０．０７の微増と，全ての行動でレ
コード数の増加が見られた（図１４）。
６．２ 中分類別行動の②レコード数
中分類別行動のレコード数の平均を比較した場
合，６０００個以上のレコード数がある行動として，「５５
マスメディア利用」の８７６１．３個と，「１１ 主な仕事
関連」の６３８４．０個，の２つの行動があった（図１５，
図１６，図１７）。これらの行動の合計レコード数は
１５１４５．３個となり，レコード数全体の平均である
２６７９３．８個の内の５６．５％を占めている。
レコード数が３０００個以内１０００個以上の行動として
は，「B 個人的ケア」の２５８０．５個，「C ルーティ
ン管理」の２５２５．８個，「A 未分類の行動」の１３０８．３
個，「２３ 買い物・サービスの利用」の１１６４．８個，「４２
身体的ケア」の１１７３．８個，「２３ 買い物・サービス
の利用」の１１６４．８個，「２１ 家事」の１０３０．５個の６
つの行動があった。これらの行動のレコード数の合
計は８９７５．０個で１日全体の時間の３３．５％を占めてい
る。
レコード数が６００個以下の行動としては，「１３ 通
勤」の５５７．５個，「４１ 睡眠関連」の３６５．３個，「５６休
憩・くつろぎ」の３６３．８個，「５３ 教養・趣味・娯楽」
図７ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ①集計時間 １日換算 その２
図８ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ①集計時間 １日換算 その３
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の３６１．８個，「５４ スポーツ」の１３３．３個「５２ 交際」
の４５．５個，「２４ 家事関連に伴う移動」の３８個の７
つの行動があった。
レコード数の平均の個数について，では９０００個以
内６０００個以上の行動が２つ，３０００個以内１０００個以上
の行動が６つ，６００個以上の行動が７つとなり，９０００
個以内１０００個以上の合計８つの行動のレコード数が
全体のレコード数の８９．０％を占めている。
６．３ 中分類別行動の②レコード数の増減率
中分類別の各行動の年別推移について，各行動の
レコード数の平均値に対する増減率について２０１２年
と２０１５年の差を求め，比較した（図１８，図１９，図２０）。
＋０．６０以上増加した行動としては，「２１ 家事」の
＋０．７２が最も多く，「４２ 身体的ケア」の＋０．６３，「１１
主な仕事関連」の＋０．６２，「１３ 通勤」の＋０．６１の
４つの行動があった。＋０．４０以下で＋０．１０以上増加
した行動としては，「A 未分類の行動」の＋０．３６，
「C ルーティン管理」が＋０．３２，「２４ 家事関連
に伴う移動」が＋０．２６，「２３ 買い物・サービスの
利用」が＋０．１９の３つの行動があった。減少した行
動は，「５４ スポーツ」の－０．３９，「５２ 交際」の
－０．０２の２つの行動だけとなった。
図９ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ①集計時間 平均値に対する増減率 その１
図１０ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ①集計時間 平均値に対する増減率 その２
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６．４ 中分類別行動の②レコード数の年別推移
中分類別行動のレコード数の年別推移につい
て，２０１２年と２０１５年を比較した場合，「１１ 主な仕
事関連」が３９３０個と著しく増加した。レコード数の
増加が大きかった行動として，「C ルーティン管
理」が８１９個，「２１ 家事」が７４５個，「４２ 身体的ケ
ア」が７４３個，「５５ マスメディア利用」が７３１個，「A
未分類の行動」が４７２個，「１３ 通勤」が３３８個，「２３
買い物・サービスの利用」が２１７個と７つの行動が
あった（図２１）。
６．５ 年別の②３レコード数の増加
集計時間の分析では行動別の増減が見られたが，
大・中分類別行動のレコード数については，概して
年毎の増加を示した。レコード数の平均については，
「５ 自由時間」の「５５ マスメディア利用」の
８７６１．３個，「１ 有償労働」の「１１ 主な仕事関連」
の６３８４．０個の２つの行動のレコード数が全体のレ
コードの半数以上を占めていた。
増減率では，「２１ 家事」，「４２ 身体的ケア」，「１１
主な仕事関連」，「１３ 通勤」の４つの行動の数値が
高かったが，年別の推移では「１１ 主な仕事関連」
の３９３０個の増加が顕著であった。
図１１ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ①集計時間 平均値に対する増減率 その３
図１２ ２０１２年と２０１５年 中分類別行動の推移 ①集計時間の差 １日換算
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７ 大分類別・中分類別行動の③細分化された行動
の個数の年別推移と増減率
７．１ 大分類別行動の③細分化された行動の個数
レコード内で細分化された記録された行動につい
て，２０１２年から２０１５年の個数の平均を比較した場合，
「５ 自由時間」の個数が１３３９５．８個と最も多く，「１
有償労働」が１２５０５．５個，「その他」が１０５１９．８個，「２
無償労働」が３５７０．５個，「４ 個人的ケア」が３４２９．８
個となった（図２２）。これらのレコード内の細分化
された行動の個数の降順は，レコードの個数の降順
と同じ順となった。
細分化された行動の個数について２０１２年から２０１５
年の集計時間の平均値に対する増減率で見た場合，
「４ 個人的ケア」が＋０．７２と最も増加し，「２
無償労働」が＋０．５１，「１ 有償労働」が＋０．４８，「そ
の他」が＋０．２５，「５ 自由時間」が＋０．１５の増加
と，全ての行動でレコード数の増加が見られた（図
２３）。
７．２ 中分類別行動の③細分化された行動の個数
中分類別行動の細分化された行動の個数の平均を
比較した場合，１００００個以上の個数がある行動とし
て，「１１ 主な仕事関連」の１１８２１．８個，「５５ マス
図１３ ２０１２年～２０１５年 大分類別行動の推移 ②レコードの個数
図１４ ２０１２年～２０１５年 大分類別行動の推移 ②レコードの個数 平均値に対する増減率
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メディア利用」の１１６９３．５個の２つの行動があった
（図２４，図２５，図２６）。これらの行動の合計個数は
２３５１５．３個となり，細分化された行動の個数全体の
平均である４３４２０．８個の内の５４．２％を占めている。
細分化された行動の個数が５０００個以内１０００個以上
の行動としては，「B 個人的ケア」の４３９６．０個，「C
ルーティン管理」の３７８９．８個，「４２ 身体的ケア」
の２９７５個，「A 未分類の行動」の２３３４．０個，「２１
家事」の１７９９．５個，「２３ 買い物・サービスの利用」
の１７２５．５個，「５６ 休憩・くつろぎ」の１０６８．５個の
７つの行動があった。これらの行動のレコード数の
合計は１８０８８．３個で１日全体の時間の４１．７％を占め
ている。
細分化された行動の個数が７００個以下の行動とし
ては，「１３ 通勤」の６８３．７５個，「４１ 睡眠関連」の
４５４．３個，「５３ 教養・趣味・娯楽」の３８０．５個，「５４
スポーツ」の１８５．５個，「５２ 交際」の６７．８個，「２４
家事関連に伴う移動」の４５．５個の６つの行動があっ
図１５ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ②レコードの個数 その１
図１６ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ②レコードの個数 その２
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た。
細分化された行動の個数の平均の個数については
１２０００個以内１００００個以上の行動が２つ，５０００個以内
１０００個以上の行動が７つ，７００個以上の行動が６つ
となり，１２０００個以内１０００個以上の合計９つの行動
のレコード数が全体のレコード数の９５．９％を占めて
いる。
７．３ 中分類別行動の③細分化された行動の個数
の増減率
中分類別の細分化された行動の個数の年別推移に
ついて，各行動のレコード数の平均値に対する増減
率について２０１２年と２０１５年の差を求め，比較した（図
２７，図２８，図２９）。＋０．５０以上増加した行動として
は，「４２ 身体的ケア」の＋０．８０，「A 未分類の行
動」の＋０．７６，「２１ 家事」の＋０．６７，「１３ 通勤」
の＋０．５２の４つの行動があった。＋０．５０以下で
＋０．１０以上増加した行動としては，「１１ 主な仕事
関連」の＋０．４８，「５２ 交際」の＋０．４４，「２３ 買い物・
サービスの利用」の＋０．３５，「２４ 家事関連に伴う
移動」の＋０．２９，「４１ 睡眠関連」の＋０．２３，「B
個人的ケア」の＋０．１７，「５５ マスメディア利用」
図１７ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ②レコードの個数 その３
図１８ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ②レコードの個数 平均値に対する増減率 その１
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の＋０．１６，「５６ 休憩・くつろぎ」の＋０．１１の８つ
の行動があった。減少した行動は，「５３ 教養・趣味・
娯楽」の－０．０４，「５４ スポーツ」の－０．１９の２つ
の行動だけとなった。
７．４ 中分類別行動の③細分化された行動の年別
推移
中分類別行動のレコード数の年別推移につい
て，２０１２年と２０１５年を比較した場合，「１１ 主な仕
事関連」が５６５８個と著しく増加した。レコード数の
増加が大きかった行動として，「４２ 身体的ケア」
が２３８３個，「５５ マスメディア利用」が１８８１個，「A
未分類の行動」が１７６８個，「２１ 家事」が１２０７個，「B
個人的ケア」が７６１個，「２３ 買い物・サービスの利
用」が６１０個，「１３ 通勤」が３５８個，と７つの行動
があった（図３０）。
７．５ ③細分化された行動の年別の増加と集計時
間，レコード数の関連
中分類別の各行動について，①集計時間，②レコー
ド数，③レコード内の細分化された行動の個数，の
３つの要素に着目すると，年別に①集計時間は増減
し，②レコード数，③レコード内の細分化された行
動は全般的に増加していることがわかる。各行動の
図２０ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ②レコードの個数 平均値に対する増減率 その３
図１９ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ②レコードの個数 平均値に対する増減率 その２
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①集計時間，②レコード数，③レコード内の細分化
された行動の数値を比較により，例えば，「１１ 主
な仕事関連」については，３つの観点で見た場合の
２０１２年と２０１５年の差の数値は著しく高く，一方で増
減率は大きな数値を示さないなどの個々の特徴が示
された。
８ ①集計時間，②レコード数，③細分化された行
動の相関
８．１ 各要素の相関
ここまで，①集計時間，②レコード数，③レコー
ド内の細分化された行動の個数，の３つの要素につ
いて，（Ａ）それぞれの数値，（Ｂ）それぞれの平均
値に対する２０１２年と２０１５年の増減率，（Ｃ）２０１２年
と２０１５年の差，の３つの観点から検討を行ってきた
（図３１，図３２）。
これらの数値の相関を見ると，３つの要素と３つ
の組み合わせに次のような特徴が見られた（表３）。
８．２ 別要素で同観点による相関
r＝０．９８の高い相関を示した「② A レコード数」
と「③ A 細分化された行動の個数」について，
同様に観点（Ａ）の別要素の組み合わせである「①
図２１ ２０１２年と２０１５年 中分類別行動の推移 ②レコード数の差
図２２ ２０１２年～２０１５年 大分類別行動の推移 ③レコード内の細分化された行動の個数
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A 集計時間」と「② A レコード数」が r＝０．４３
の中程度の相関，また「① A 集計時間」と「③
A 細分化された行動の個数」が r＝０．４８の中程度
の相関を示した。
高い相関を示す数値に着目して，上記と同様の
ルールで相関を見ると，r＝０．９３の高い相関を示し
た「② C レコード数の２０１２年と２０１５年の差」と「③
C 細分化された行動の２０１２年と２０１５年の差」につ
いて，同様に観点（C）の別要素の組み合わせであ
る「① C 集計時間の２０１２年と２０１５年の差」と「②
C レコード数の２０１２年と２０１５年の差」が r＝０．５４
の中程度の相関，また「① C 集計時間の２０１２年と
２０１５年の差」と「③ C 細分化された行動の２０１２年
と２０１５年の差」が r＝０．４５の中程度の相関を示した。
また，r＝０．７９の高い相関を示した「② B レコー
ド数の平均値に対する増減率について２０１２年と２０１５
年の差」と「③ B 細分化された行動の個数の平均
値に対する増減率について２０１２年と２０１５年の差」に
ついては，同様に観点（Ｂ）の別要素の組み合わせ
である「① B 集計時間の平均値に対する増減率に
ついて２０１２年と２０１５年の差」と「② B レコード数
の平均値に対する増減率について２０１２年と２０１５年の
図２３ ２０１２年～２０１５年 大分類別行動の推移 ③レコード内の細分化された行動の個数
平均値に対する増減率
図２４ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ③レコード内の細分化された行動の個数 その１
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差」が r＝０．４９の中程度の相関，また「① B 集計
時間の平均値に対する増減率について２０１２年と２０１５
年の差」と「③ B 細分化された行動の個数の平均
値に対する増減率について２０１２年と２０１５年の差」が
r＝０．４２の中程度の相関を示した。
８．３ 同要素で別観点の相関
r＝０．７９の高い相関を示した「③ A 細分化され
た行動の個数」と「③ C 細分化された行動の２０１２
年と２０１５年の差」については，同様に同要素の中で
の観点（Ａ）（Ｃ）の組み合わせである「② A レ
コード数」と「② C レコード数の２０１２年と２０１５年
の差」が r＝０．６３の中程度の相関を示したが，「①
A 集計時間」と「① C 集計時間の２０１２年と２０１５
年の差」には相関が見られなかった。
同要素の中での観点（Ｂ）（Ｃ）の組み合わせに
ついては，「① B 集計時間の平均値に対する増減
率について２０１２年と２０１５年の差」と「① C 集計時
間の２０１２年と２０１５年の差」は r＝０．７４の高い相関を
示し，「② B レコード数の平均値に対する増減率
について２０１２年と２０１５年の差」と「② C レコード
数の２０１２年と２０１５年の差」は r＝０．５４の中程度の相
関を示し，「③ B 細分化された行動の個数の平均
値に対する増減率について２０１２年と２０１５年の差」と
図２５ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ③レコード内の細分化された行動の個数 その２
図２６ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ③レコード内の細分化された行動の個数 その３
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「③ C 細分化された行動の２０１２年と２０１５年の差」
は r＝０．４７の中程度の相関を示した。
また，同要素の中での観点（Ａ）（Ｃ）の組み合
わせについては，「② A レコード数」と「③ C
細分化された行動の２０１２年と２０１５年の差」が r＝
０．６７の中程度の相関を示し，「① A 集計時間」と
「③ C 細分化された行動の２０１２年と２０１５年の差」
が r＝０．５５の中程度の相関を示し，「① A 集計時
間」と「③ C 細分化された行動の２０１２年と２０１５年
の差」が r＝０．５４の中程度の相関を示した。
８．４ その他の組み合わせの相関
上記の組み合わせに当てはまらない組み合わせと
して，「② C レコード数の２０１２年と２０１５年の差」
と「③ A 細分化された行動の個数」が r＝０．７５と
高い相関を示し，「② B レコード数の平均値に対
する増減率について２０１２年と２０１５年の差」と「③ C
細分化された行動の２０１２年と２０１５年の差」が r＝
０．５５の中程度の相関を示した。
図２７ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ③レコード内の細分化された行動の個数
平均値に対する増減率 その１
図２８ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ③レコード内の細分化された行動の個数
平均値に対する増減率 その２
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９．まとめ
９．１ 年別の記録数の増加と利用者の習熟度
年別の記録数を集計した結果，②レコードの個数，
③レコード内の細分化された行動の個数，④タイム
スタンプの個数はいずれも年別に増加していること
がわかった。利用者が行動記録ツールの利用年数を
重ねることで習熟度が増し，行動別分類や行動の細
分化，時刻の入力などの操作が向上したと考えられ
る。行動記録ツールの利用は現在も継続中であるた
め，利用年数に応じて年別に記録される情報の個数
がどの程度まで増加するか確認したい。
９．２ 記録された情報の３つの要素と３つの観点
に着目した分析
行動記録ツールで記録した情報は，①集計時間，
②レコードの個数，③レコード内の細分化された行
動の個数，の３つの要素を対象に，（Ａ）それぞれ
の数値，（Ｂ）それぞれの平均値に対する２０１２年と
２０１５年の増減率，（Ｃ）２０１２年と２０１５年の差，の３
つの観点から検討を行った。３つの要素はそれぞれ，
（Ｂ）２０１２年と２０１５年の増減率と（Ｃ）２０１２年と２０１５
図２９ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動の推移 ③レコード内の細分化された行動の個数
平均値に対する増減率 その３
図３０ ２０１２年と２０１５年 中分類別行動の推移 ③細分化された行動の個数の差
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年の差に特徴が見られ，３つの要素と３つの観点の
組み合わせで大小の相関が生じることがわかった。
９．３ 小分類別行動や大小キーワードで記述され
る行動の分析
今回の研究では取得した行動のデータを，社会基
本調査の詳細区分にある大分類別・中分類別で分類
し分析を行った。詳細区分でさらに細かい小分類別
に分類した行動データを分析の対象とすることや，
利用者の基準で記述する大キーワードと小キーワー
ドで記述される分類別に分類した行動データを分析
の対象とすることにより，詳細な行動の分析が可能
になると予想される。それらの年別推移を調べるこ
とで，記録数の増加に寄与する行動を明確にするこ
とが可能になると推察される。
① A
集計時間
（１日換算）
① B
集計時間の
平均値に対
する増減率
に つ い て
２０１２年と
２０１５年の差
① C
集計時間の
２０１２年と
２０１５年の差
② A
レコード数
② B
レコード数
の平均値に
対する増減
率について
２０１２年と
２０１５年の差
② C
レコード数
の２０１２年と
２０１５年の差
③ A
細分化され
た行動の個
数
③ B
細分化され
た行動の個
数の平均値
に対する増
減率につい
て２０１２年と
２０１５年の差
③ C
細分化され
た 行 動 の
２０１２年と
２０１５年の差
４ 個人的ケア ５０２．５ １ ０．２３ １ ３４６０７ ５ ３８６６２ １ ０．６１ １ ４２６８ ５ ５３５８３ ４ ０．７２ １ ６０１６
１ 有償労働 ４０６．７ ４ ０．０８ ４ １３８９８ １ ２７７６６ ４ ０．４８ 他 １３５３ １ ５００２２ ２ ０．５１ 他 ２６６８
その他 ２３４．０ ２ ０．０７ ２ ２１１６ 他 ２５６５８ ２ ０．４４ ２ ９７２ 他 ４２０７９ １ ０．４８ ４ ２４８６
５ 自由時間 ２１１．１ ５ ‐０．２１ ５ ‐１６３４９ ２ ８９３３ 他 ０．２１ ４ ７４２ ２ １４２８２ 他 ０．２５ ５ １９８１
２ 無償労働 ８５．５ 他 ‐０．４１ 他 ‐３４９２６ ４ ６１５６ ５ ０．０７ ５ ６８０ ４ １３７１７ ５ ０．１５ ２ １８３０
図３１ ２０１２年～２０１５年 大分類別行動 各数値の降順
① A
集計時間
（１日換算）
① B
集計時間の
平均値に対
する増減率
に つ い て
２０１２年と
２０１５年の差
① C
集計時間の
２０１２年と
２０１５年の差
② A
レコード数
② B
レコード数
の平均値に
対する増減
率について
２０１２年と
２０１５年の差
② C
レコード数
の２０１２年と
２０１５年の差
③ A
細分化され
た行動の個
数
③ B
細分化され
た行動の個
数の平均値
に対する増
減率につい
て２０１２年と
２０１５年の差
③ C
細分化され
た 行 動 の
２０１２年と
２０１５年の差
４１ 睡眠関連 ４４６．５ ４２ １．０８ １１ ８２．５ ５５ ３５０４５ ２１ ０．７２ １１ ３９３０ １１ ４７２８７ ４２ ０．８０ １１ ５６５８
１１ 主な仕事関連 ３７７．１ １３ ０．４４ ４２ ６０．４ １１ ２５５３６ ４２ ０．６３ Ｃ ８１９ ５５ ４６７７４ Ａ ０．７６ ４２ ２３８３
５５ マスメディア利用 １７８．８ Ｂ ０．３９ １３ １３．２ Ｂ １０３２２ １１ ０．６２ ２１ ７４５ Ｂ １７５８４ ２１ ０．６７ ５５ １８８１
Ａ 未分類の行動 １６４．６ １１ ０．２２ Ｂ ９．７ Ｃ １０１０３ １３ ０．６１ ４２ ７４３ Ｃ １５１５９ １３ ０．５２ Ａ １７６８
４２ 身体的ケア ５６．１ ２３ ０．１３ ２３ ６．１ Ａ ５２３３ Ａ ０．３６ ５５ ７３１ ４２ １１９００ １１ ０．４８ ２１ １２０７
２３ 買い物・サービスの利用 ４７．３ ２４ ０．０８ ２４ ０．２ ４２ ４６９５ Ｃ ０．３２ Ａ ４７２ Ａ ９３３６ ５２ ０．４４ Ｂ ７６１
Ｃ ルーティン管理 ４４．９ ５６ ０．０１ ５６ ０．１ ２３ ４６５９ ２４ ０．２６ １３ ３３８ ２１ ７１９８ ２３ ０．３５ ２３ ６１０
２１ 家事 ３５．６ ２１ ‐０．０１ ２１ ‐０．３ ２１ ４１２２ ２３ ０．１９ ２３ ２１７ ２３ ６９０２ ２４ ０．２９ １３ ３５８
１３ 通勤 ２９．６ ４１ ‐０．０５ ５３ ‐０．４ １３ ２２３０ ５５ ０．０８ Ｂ ６２ ５６ ４２７４ ４１ ０．２３ Ｃ １３９
Ｂ 個人的ケア ２４．５ ５２ ‐０．０９ ５２ ‐０．７ ４１ １４６１ Ｂ ０．０２ ２４ １０ １３ ２７３５ Ｂ ０．１７ ５６ １２０
５４ スポーツ １３．７ Ｃ ‐０．１６ ５４ ‐５．４ ５６ １４５５ ５６ ０．０１ ５６ ３ ４１ １８１７ ５５ ０．１６ ４１ １０３
５６ 休憩・くつろぎ ９．４ ５５ ‐０．２１ Ｃ ‐７．１ ５３ １４４７ ４１ ０．００ ４１ ‐１ ５３ １５２２ ５６ ０．１１ ５２ ３０
５２ 交際 ７．４ ５３ ‐０．２２ ４１ ‐２１．０ ５４ ５３３ ５３ ０．００ ５２ ‐１ ５４ ７４２ Ｃ ０．０４ ２４ １３
２４ 家事関連に伴う移動 ２．６ ５４ ‐０．４０ ５５ ‐３７．９ ５２ １８２ ５２ ‐０．０２ ５３ ‐１ ５２ ２７１ ５３ ‐０．０４ ５３ ‐１５
５３ 教養・趣味・娯楽 １．８ Ａ ‐０．６０ Ａ ‐９７．５ ２４ １５２ ５４ ‐０．３９ ５４ ‐５２ ２４ １８２ ５４ ‐０．１９ ５４ ‐３５
図３２ ２０１２年～２０１５年 中分類別行動 各数値の降順
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表３ 中分類別行動 ３つの要素と３つの観点の相関
①Ａ ①Ｂ ①Ｃ ②Ａ ②Ｂ ②Ｃ ③Ａ ③Ｂ ③Ｃ
① A 集計時間 １．００
① B 集計時間の平均値に対する増減率につ
いて２０１２年と２０１５年の差
‐０．０８１．００
① C 集計時間の２０１２年と２０１５年の差 ０．０３ ０．７４ １．００
② A レコード数 ０．４３‐０．０２０．１０ １．００
② B レコード数の平均値に対する増減率に
ついて２０１２年と２０１５年の差
０．１２ ０．４９ ０．３４ ０．１７ １．００
② C レコード数の２０１２年と２０１５年の差 ０．５４ ０．１８ ０．５３ ０．６３ ０．５４ １．００
③ A 細分化された行動の個数 ０．４８ ０．０７ ０．２３ ０．９８ ０．２６ ０．７５ １．００
③ B 細分化された行動の個数の平均値に対
する増減率について２０１２年と２０１５年の差
０．１５ ０．４２ ０．０８‐０．０１０．７９ ０．２９ ０．０７ １．００
③ C 細分化された行動の２０１２年と２０１５年の
差
０．５５ ０．２７ ０．４５ ０．６７ ０．５５ ０．９３ ０．７９ ０．４７ １．００
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抄 録
生活行動の分析を目的に，一個人の２４時間の詳細な行動を数年にわって記録する場合，（１）行動
についての適切な分類と，（２）時間の整合性の確認，に多くの労力と時間的コストが生じる。これ
らの労力と時間的コストは，行動の分類作業を支援し，行動の基点となる時刻を簡易に入力できる
支援ツールを提供することで軽減可能であると予想される。また，支援ツールを活用することで，
生活行動の取得を意図するユーザー自身がリアルタイムで記録作業を行うことが可能であると推察
される。
本研究では，分単位で細分化された分類別行動の収集を複数年にわたって行うことを目的に，
（１）生活行動の分類作業と，（２）行動の基点となる時刻の入力，を支援する行動記録ツールの開
発を行った。２０１２年から２０１５年までの４年間にわたり行動記録ツールを使用し，分類別行動のそれ
ぞれについて，①集計時間，②記録された行動の個数，③記録された行動からさらに細分化された
行動の個数，④基点となる時刻の個数，の４つの要素を中心にデータの収集を行った。
分析の結果，４つデータのうち，②，③，④については年別に漸次増加し，２０１２年と２０１５年を比
較した場合，それぞれ１３３．７％，１２２．０％，１４５．８％と増加したことがわかった。また，分類別行動
の年別推移については，①集計時間と②記録された行動の個数には r＝０．４３の中程度の相関が見ら
れ，①集計時間と③細分化された行動の個数には r＝０．４８の中程度の相関が見られた。
本研究で開発した行動記録ツールを使うことにより，一個人の日常の生活行動を対象に行動の詳
細な分類を行うことが可能であり，それらの分類別行動について時系列での記録と集計を支援でき
る可能性を示した。
キーワード：生活行動，時間計測，ライフログ，ルーティン管理，行動分析，分類別行動
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